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　町では、今後利活用予定のない町有地の、一般競争入札による払下げ（売却）を行いま
す。購入を希望する方は、実施要領の記載事項を熟読いただき、内容を把握したうえでご
参加ください。 

　それぞれの物件の詳細につきましては、町ホームページをご覧ください。 

一般競争入札：予定価格以上で、最も高い価格で入札された方に売却します。

町有地払下げ
入札のご案内

払下げ物件一覧

No

1

2

3

4

5

所在地

大字高野町1500-66

大字平林126-1

大字海瀬2236-3

大字海瀬2236-5

大字海瀬2241-1

面積

491㎡

738㎡

501㎡

273㎡

968㎡

地目

宅地

田

田

畑

畑

1,058万円

811万円

51万円

28万円

97万円

備考

接道なし、農地法の制限あり

農地法の制限あり

農地法の制限あり

農地法の制限あり

予定価格
最低落札価格

売 却 方 法

配布期間　令和４年３月14日（月）から令和４年４月４日（月）
配布場所　佐久穂町大字高野町569
　　　　　佐久穂町役場２階　総務課管財係
　　　　　※町ホームページからもダウンロードできます。

実施要領の配布

令和４年３月14日（月）から令和４年４月４日（月）
入札参加申込書・印鑑証明書等、必要書類を総務課管財係宛提出してください。
（受付  午前８時30分から午後５時15分（土・日曜・祝日除く））
※入札参加にはあらかじめ申込が必要です。郵送または持参により申込ください。

申 込 期 間

令和４年４月13日（水）　午前９時から　※即時開札
会場：佐久穂町役場庁舎     

入札および開札日
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お問い合わせ先●〒384-0697　南佐久郡佐久穂町大字高野町569
　　　　　　　　佐久穂町役場 総務課 管財係　℡：0267-86-2525

町により測量（物件によっては分筆測量）を実施し、隣接地との境界を確定させます。 

佐久穂町HP

さくほde暮らす

落札後の流れ

下記は、今後払下げを予定している物件の一覧です。   
一覧に記載の参考価格については、評価額等から算出した目安額となります。 
不動産鑑定等を実施後、改めて予定価格（最低落札価格）を設定し入札案内を行います。

払下げ予定物件一覧

No

1

２

3

4

5

6

7

所在地

大字平林296-2

大字高野町1867-6

大字海瀬340-5

大字畑676-2

大字畑3276-1

大字穂積2367-2

大字宿岩257-1

面積

292㎡

122㎡

184㎡

211㎡

約290㎡

約190㎡

702㎡

参考価格

379万円

199万円

339万円

229万円

361万円

172万円

1,203万円

①測量実施

落札者と町で売買契約を締結していただきます。    

②契約の締結

契約締結後、納期限までに納付いただきます。
売買代金の納付が完了されたときに所有権は落札者に移転します。
物件は現状のまま落札者に引き渡します。

③売買代金の納付

所有権移転の登記は売買代金の受領後に町が行います。
所有権移転登記に必要な書類を提出してください。 
契約書に貼付いただく収入印紙代、所有権移転の登録免許税は落札者負担となります。

④所有権移転登記

払下げ予定物件のご案内
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広報

佐久穂のお酒を松原湖で熟成

　皆さんは「湖底浪漫」というお酒を

ご存知でしょうか？佐久穂町にある黒

澤酒造がこのために設計したお酒を、

松原湖が凍る前に一番深い湖底へ沈め

て低温熟成させたもので、毎年春に解

禁し、小海町内の飲食店でのみ楽しむ

ことができます。

　もともとはこのお酒を楽しみにこの

地域を訪れるお客様を増やしたいとい

う湖畔の旅館経営者が始めた取り組み

ですが、これを楽しみに小海町を訪れるお客様も増えつつあります。松原湖の自然と黒澤酒造

の技が見事に組み合わさり、毎年少しずつ味が異なりますが、飲み口はまろやかで、どんなお

料理にもよく合うお酒です。

　昨年度からは台湾へ輸出する取り組みも始まりました。また、湖底に沈める作業と引き上げ

作業には、湖畔旅館と黒澤酒造のほか、相互

理解を深めるために両町職員も参加していま

す。湖底浪漫のような両町がつながってでき

る新しい魅力が、将来の地域の力になると思

います。

※「湖底浪漫」は小海町内の飲食店でのみ提

供されています。一般販売はしておりません

ので、ご承知おきください。

お問い合わせ：小海町産業建設課（92-2525）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
心
配

さ
れ
る
中
で
、
気
軽
に
遠
出
で
き
る
よ
う
に
な

る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
４
月
10
日
に
地
域
活
性
化
の
た
め

の
同
盟
協
定
を
結
ん
だ
佐
久
穂
町
と
小
海
町
。

　

な
か
よ
し
に
な
っ
た
と
な
り
町
に
、
ぶ
ら
り

と
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

知
ら
れ
て
い
な
い
と
な
り
町
の
魅
力
を
連
載

で
紹
介
し
ま
す
。
（
小
海
町
の
広
報
に
は
佐
久

穂
町
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）



「佐久穂町ふるさと応援寄附金」
協力事業者・お礼の品を募集します。
　佐久穂町では、ふるさと納税（寄附金）制度による「佐久穂町ふるさと応援寄附金」へご寄附をいた
だいた方に対して、町の魅力の発信や地元特産品等のPR及び地元企業・産業の活性化などの相乗効果
を図るため、お礼の品として贈呈する商品やサービスを提供する事業者を募集します。
　町外、県外在住の方に、自社製品や農産物、各種サービス等をPRする絶好のチャンスですので、ぜ
ひこの機会を積極的にご活用ください。
応募の要件
１　各種法令等に沿った生産・製造・販売を行っていること。
２　原則、本社（本店）、支社（支店）及び事業所、工場が町内にある企業・団体または個人業者であ
　　ること。ただし、町長が特に認めた場合を除く。
３　代表者等が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律に掲げる暴力の構成員等でないこと。
４　個人情報を取扱う場合、十分に留意いただけること。
５　町税の滞納がないこと。
※上記の要件を満たしている場合でも、町が事業者として適当と認めない場合は、参加できない場合が
　あります。

募集するお礼の品
１　佐久穂町の魅力を伝えることができるものであり、佐久穂町のPRにつながる要素をもつ商品等であ
　　ること。
２　町内で生産、製造、加工又はサービスの提供がされているもの、町内で栽培又は採取された原材料
　　を使用しているもの、または、佐久穂町に特に縁のあるものであること。
３　品質及び数量の面において、安定供給が見込めること。ただし、期間限定や数量限定、年に複数回
　　発送などで供給可能なものは取扱うこととする。
４　飲食物の場合は、その食品分野に見合う賞味期限が寄附者に保障されていること。
５　宿泊券・食事券等サービスの場合は、寄附者を記名したうえで、原則有効期限が発行日から１年間
　　以上あること。
６　宅配や郵便等で配送が可能な商品等であり、デザインや梱包は、返礼品に相応しい外観をもつこと。
※上記の要件を満たしている場合でも、町が適当でないと判断したものは除く。

お礼の品の例
　農産物（米、果物、野菜、肉等）、飲料類（アルコール含む）、加工食品、調味料、菓子、工芸品、
家具、雑貨、宿泊券、観光・レジャー施設等利用券など。数量限定や期間限定、複数回に分けた発送商
品企画も可能です。（年に３回発送など）

申し込み方法
　受付は随時行っておりますので、総合政策課ふるさと納税担当へご連絡ください。
　　電話：0267-86-2553　ファックス：0267-86-4935
　　mail：furusato-tax@town.sakuho.nagano.jp
　ふるさと納税返礼品へご協力いただける事業者、返礼品の申込フォームは下記URLかQRコードから
もアクセスいただけます。
・返礼品協力事業者登録申込フォーム
　https://docs.google.com/forms/d/1Hz76i_gLYsm-syVC5qo6Cgn4BtO7IhnjDl28lrrf
　T18/edit 
・返礼品登録フォーム
　https://docs.google.com/forms/d/1_2dbAtQvBffrt8Ft5LWNxpayCTg-6LRTOe
　RrcoekI74/edit 
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税・料金は期限内の納付をお願いします

問合せ　住民税務課 税務係　☎0267-86-2526

税・料金の納付は口座振替が便利です

　口座振替の方は、振替日の前日までに必ず口座残
高を確認してください。        
　現金納付の方は、納期限までに役場会計室、八千
穂福祉センター内出張所、各金融機関、コンビニエ
ンスストア（町営下水道料を除く）にて納付してく
ださい。            

　一度お申込みいただくと、毎年自動継続しますの
で、納め忘れがありません。安心で便利な口座振替
をぜひご利用ください。
　お手続きは、役場各窓口または八十二銀行、佐久
浅間農協、ゆうちょ銀行（郵便局）でお願いします。

令和４年度

町税等の納期限
及び口座振替日一覧

町県民税
（普通徴収）

固定資産税

軽自動車税

国民健康
保険税

（普通徴収）
後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

介護保険料
（普通徴収）

町営
下水道料
（農　　集）

納　期　限
（口座振替日）

４月

1期

1期

５月
２日
（月）

６月

1期

3期

６月
30日
（木）

８月

2期

2期

2期

5期

８月
31日
（水）

10月

3期

4期

4期

7期

10月
31日
（月）

12月

4期

6期

6期

9期

12月
28日
（水）

５月

全期

2期

2・3
月分

５月
31日
（火）

７月

2期

1期

1期

4期

4・5
月分

８月
１日
（月）

１月

7期

7期

10期

10・11
月分

１月
31日
（火）

３月

12期

12・1
月分

３月
31日
（金）

２月

8期

8期

11期

２月
28日
（火）

９月

3期

3期

3期

6期

6・7
月分

９月
30日
（金）

11月

4期

5期

5期

8期

8・9
月分

11月
30日
（水）

納期月

税目等

６
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編集　佐久穂姉妹都市交流協会事務局（佐久穂町役場総務課内）　　　令和４年３月発行

佐久穂姉妹都市交流協会会報　　　　　　　　　　第31号

こ ま ど り
　
佐
久
穂
姉
妹
都
市
交
流
会
は
、
東
京
都
府

中
市
と
の
交
流
を
促
進
し
、
両
市
町
民
の
友

好
と
信
頼
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
の
為
、
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
、

桜
ま
つ
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫
体
験
、
商

工
ま
つ
り
、
ス
ス
キ
刈
り
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

事
業
、
友
好
訪
問
、
星
空
観
望
会
等
の
交
流

活
動
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
４

月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
状

況
を
見
な
が
ら
再
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
府
中
市
と
の
交
流
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
協
会
理
事
又
は
事
務
局
（
役
場
総
務
課
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
11
月
27
日
か
ら
28
日
に
府
中
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
「
プ
ラ
ッ
ツ
」
に
て
開
催
の
府
中
市

民
協
働
ま
つ
り
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

て
参
加
し
、
佐
久
穂
姉
妹
都
市
交
流
協
会
が

佐
久
穂
町
の
P
R
を
し
ま
し
た
。

 

　
12
月
11
日
に
佐
久
穂
町
の
お
取
り
寄
せ
品

を
自
宅
で
楽
し
み
な
が
ら
佐
久
穂
町
の
魅
力

を
紹
介
す
る
「
サ
ク
タ
ビ
」
に
、
Z
O
O
M

に
て
町
長
、
理
事
長
、
副
理
事
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
佐
久
穂
町
は
東
京
都
府
中
市
と
姉
妹
都
市

の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
交
流
事
業
の
民
間
窓
口
と
し
て
、

両
市
町
の
相
互
理
解
と
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
る
た
め
に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
事
業
の
企
画
も
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
年
会
費
　

　
個
人
　
　
　
一
〇
〇
〇
円

　
法
人
　
　
一
〇
〇
〇
〇
円

◆
主
な
行
事

　
府
中
市
へ
の
友
好
訪
問

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

◆
事
務
局

　
総
務
課
庶
務
係

　
電
話
　
八
六―

二
五
二
五

府
中
市
民
協
働
ま
つ
り

佐
久
穂
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー

会
員
募
集
!!

　八千穂高原にある府中市民保養所「や
ちほ」に佐久穂町民の方は府中市民と同
じ料金でご利用いただけます。

府中市民保養所

「やちほ」の利用について

予約・お問い合わせ

宿泊料金 １人１泊（食事代別）の料金です。

■予約専用ダイヤル

0120-210-446
　（午前８時30分から午後９時まで）・運転免許証など住所が確認できるものをお持ちください。

１室の利用人数区　　分 通常料金
２人以上
１人

２人以上
１人

大人
（中学生以上）

大人
（中学生以上）

子ども（小学生以下）

子ども（小学生以下）

府中市民
佐久穂町民

上記以外

3,000円
5,500円
1,500円
5,000円
7,500円
2,500円

広報
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時　間
７：30～７：55
８：15～８：20
８：25～８：30
８：35～８：40
８：45～８：55
９：00～９：10
９：15～９：35
９：45～９：55
10：00～10：10
10：15～10：25
10：30～10：40
10：50～11：00

第1回●旧佐久町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年４月６日（水）

第1回●旧八千穂村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年４月８日（金）

第2回●旧佐久町 令和４年４月15日（金） 第2回●旧八千穂村 令和４年４月15日（金）
時　間

８：40～８：50
９：00～９：10
９：15～９：25
９：40～９：55
10：05～10：15
10：25～10：40
10：50～11：05
11：15～11：25

時　間
８：30～８：40
８：45～８：50
８：55～９：05
９：10～９：15
９：20～９：25
９：35～９：40
９：50～10：00
10：05～10：10
10：20～10：25
10：30～10：35
10：40～10：45
10：50～10：55
11：00～11：05
11：10～11：20

時　間
８：10～８：20
８：25～８：35
８：40～８：50
８：55～９：05
９：10～９：20
９：25～９：40
９：45～10：00
10：05～10：25
10：35～10：45
10：50～11：00

時　間
７：45～８：10
８：15～８：20
８：25～８：40
８：45～８：50
９：05～９：15
９：25～９：30
９：35～９：40
９：50～10：00
10：05～10：15
10：25～10：30

時　間
８：10～８：20
８：25～８：35
８：40～８：50
９：00～９：10
９：15～９：25
９：35～９：45
９：55～10：05
10：10～10：20
10：25～10：35
10：40～10：50

令和４年度狂犬病予防注射日程表

場　所
佐久穂町役場前
大日向１区生活センター
大日向２区矢沢橋
大日向３区農協支所前
大日向５区生活センター
館公民館
川久保集落センター
余地中谷生活センター
余地自成寺入口
かさなり団地入口
畑ヶ中集落センター
陽だまりの家（佐久穂町障がい者福祉施設）

場　所
大日向３区農協支所前
余地自成寺入口
川久保集落センター
陽だまりの家（佐久穂町障がい者福祉施設）
下海瀬公民館
羽黒下駅前
柳翠区民センター（旧高野町多目的研修センター）
上区生活センター

場　所
下畑公民館
大門高根区民館前
大久保公民館
上野公民館
佐口公民館
八郡公民館
大石区民館
馬越公民館
高岩消防庫前
穴原消防庫前
崎田公民館
天神町区民館
商工会八千穂支所
八千穂福祉センター前

場　所
上本郷３大岳センター
上本郷４島田牛吉様宅横
旧影バス停前
上区生活センター
㈱林組様前
柳翠区民センター（旧高野町多目的研修センター）
宿岩生活センター
羽黒下駅前
花岡公民館
下海瀬公民館

場　所
八千穂福祉センター前
大門高根区民館前
山口肉店様横
天神町区民館
筆岩公民館
高岩消防庫前
ひだまり団地駐車場
穴原消防庫前
崎田公民館
商工会八千穂支所

場　所
下畑公民館
城山公民館
佐口公民館
うその口公民館
八郡公民館
松井公民館
大石公民館
柳沢公民館
馬越公民館
千ケ日向公民館

■問い合わせ先
　住民税務課　生活環境係
　電話0267-86-2552

予防注射の実施について
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　information

［広告欄］

竹内　達朗　☎ 0267-86-3717　FAX 86-3727

４月の
相談会

　これまで不動産（土地・建物）の相続登記は義務で
はありませんでした。所有者不明土地問題を防ぐため
昨年に法律が制定され、令和６年４月から制度が始ま
ります。（相続開始から３年以内に登記申請しないと
罰則を科される可能性があります。）
　また、農業委員会の許可を受けたら名義や
土地の地目の変更を忘れずに。
ご心配のある方はご相談ください。

日時：14日（木）・28日（木）
　　　午前10時～12時
場所：茂来館２階　　

４月17日（日）午後２時～４時
茂来館１階中会議室
感染症予防のため15名限定で行います。

不動産の相続登記が義務化されます

　町では、新型コロナウイルス感染症の第６波の到
来により、売上げに苦慮している町内の飲食店等及
び関連事業者の皆様を支援するため、支援金を交付
します。
■対象者
　令和４年１月８日現在の佐久穂町内事業者で、新
型コロナウイルス感染症対策を行い、今後において
も事業活動を継続する事業所のうち、以下の業種
■対象業種
　飲食店・喫茶店・宿泊施設・農林水産物製造加工
事業者・タクシー事業者・佐久圏域の飲食店等への
納品業者（※農産物生産事業者は対象外）・レジャ

■問合せ　産業振興課　商工観光係　☎0267-86-1553

佐久穂町新型コロナウイルス第６波対応事業者支援金についてお
知
ら
せ

ー施設等
■支援金額
　１事業者あたり　10万円（１回限り）
■提出書類
・支援金交付申請書及び請求書
・町内に事業所があることを証明する書類
　（確定申告書の写し等）
・営業許可証等の事業内容が確認できる書類
・卸売業者については、佐久圏域の飲食店等への納
　品書の写し
■申請期限
　令和４年５月31日（火）まで

令和4年度   春の狂犬病
４月６日（水）
旧佐久町

４月８日（金）
旧八千穂村

４月15日（金）
町内全域

登録済の犬１頭につき　3,600円  新規登録の犬１頭につき 6,600円
登録済の飼い主には、場所と時間を記載したハガキが届きますので、ご確認ください。

料金
場所と時間
・飼い主は年１回、必ず狂犬病予防注射をさせなくてはなりません。
・新しく犬を飼い始めて、登録が済んでいない飼い主の方は、住民税務課生活環境係にお問い合わせ
　ください。
・登録した犬を譲渡した場合、犬が死亡した場合は住民税務課生活環境係にご連絡ください。
・上記日程以外でも、動物病院で個別に注射を受けることができます。
【狂犬病予防注射会場でご注意いただくこと】
・犬の糞は、飼い主が必ず持ち帰ってください。
・リードを短く持って、犬が飼い主から離れないようにしてください。
・ご自分の犬と、他の犬とを近づけないようにしてください。
・注射の際、飼い主に犬を押さえていただく必要があります。犬を押さえられないと、注射ができな
　いことがあります。
・犬の体調が悪いと、注射ができないことがあります。

新型コロナウイルス感染症予防のため、会場へお越しの際には、必ずマスクを着用して
いただきますようお願いいたします。

広報
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令和4年度児童扶養手当及び特別児童扶養手当等の手当額のお知らせ
■問合せ　教育委員会　こども課　子育て支援係　☎0267-86-2340

　ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当および精神または身体に障がいのある児童を養育している家庭
に支給される特別児童扶養手当について、2021年全国消費者物価指数の実績値（対前年比-0.2％）が公表さ
れました。その結果令和４年度の手当額は、0.2％の引き下げとなります。
■ひとり親家庭等に支給される児童扶養手当 　　　　■精神または身体に障がいのある児童を養

　　　　　育している家庭に支給される特別児童扶
　　　　　養手当

こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ　佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

☆さくほっこの行事は、感染症対策の為、全て予約
　制となります。定員は各８組程度。参加費無料、
　対象者は就学前のお子さんと保護者の方です。
★感染症対策で、定員を限定していますので、１家
　庭２つまでの行事（就労相談を除く）を受け付け
　させて頂きます。
☆予約受付期間は、４月行事全て、
　３月25日（金）９：00～です。
■予約方法について
◎さくほっこの行事予約申し込みは、佐久穂町公式
　LINEをご利用下さい。
◎「メニュー」の「予約」を選択し、案内に従って
　入力してください。
◎予約開始日は、毎回前月の25日９：00～とします。
◎定員に達し次第、キャンセル待ち受付を、こども
　センター窓口または電話（86-2123）で受付けま
　す。
◎ご不明な点は、お問い合わせ下さい。

『４月　さくほっこ行事』
～♪親子deドラムサークル♪～

■日時：４月19日（火）第１部　10：00～10：45
　　　　　　　　　　　第２部　11：00～11：45
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール１

『よみきかせ＆おたんじょう会』
　～図書館司書による読み聞かせと
　　　　　　さくほっこスタッフによるお誕生会～
■日時：４月12日（火）
　　　　10：00～　手形アート作り（お誕生児のみ）
　　　　10：30～　よみきかせとお誕生会
■場所：こどもセンターさくほっこ　ホール１
　お誕生児以外のお子さんと保護者の方も、ぜひご
参加ください。
※LINE予約が満席になり、お誕生児で予約できなか  
　った場合には、こどもセンターまでご連絡下さい。
※４月は、就労相談はありません。
※感染症の状況により、内容が変更・中止になるこ
　とがあります。ご承知おき下さい。

「広報さくほ」では、企業・団体の皆様からの広
告を掲載しております。ぜひご利用ください。
●広告掲載料金は下記のとおりです

※月１回4,300部発行、町内全世帯へ配布します。
※この広告は、１枠（44×85ｍｍ）サイズの広告です。

１枠（44×85mm）
2,500円
5,000円

町内業者
町外業者

２枠（44×175mm）
5,000円
10,000円

手当月額
43,070円（-90円）

43,060円～10,160円（-90円～-20円）
10,170円（-20円）

10,160円～5,090円（-20円～-10円）
6,100円（-10円）

6,090円～3,050円（-10円）

手当月額
43,070円（-90円）

43,060円～10,160円（-90円～-20円）
10,170円（-20円）

10,160円～5,090円（-20円～-10円）
6,100円（-10円）

6,090円～3,050円（-10円）

令和４年４月～
全部支給
一部支給
全部支給
一部支給
全部支給
一部支給

第一子

第二子

第三子

第一子

第二子

第三子

手当月額
52,400円（-100円）
34,900円（-70円）

令和４年４月～
１級該当児童
２級該当児童



　information

■問合せ　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

図書館だより

■とちの実おはなし会
　日時　４月９日（土） 15：00～　
　場所　紙芝居コーナー

■移動図書館車の巡回について
　　Ａコース： ４月20日（水）
　　Ｂコース： ４月21日（木）
　　Ｃコース： ４月22日（金）
☆各ステーションの停車時間等は、配布の巡回日程
　表をご覧ください。

お
知
ら
せ

■問合せ　総務課　庶務係　☎0267-86-2525

JR乗車券の購入は、羽黒下駅・八千穂駅をご利用ください。お
知
ら
せ
　羽黒下駅・八千穂駅では、普通乗車券をはじめ、
通勤・通学に使う定期券、新幹線の乗車券もご購入
いただけます。ぜひ町内の駅をご利用ください。
（羽黒下駅・八千穂駅は、JRとの契約により佐久穂
町で運営しています。売り上げの一部が町の収益と
なります。）
　
■ご不明な点は下記までお問い合わせください。
　羽黒下駅　86-2019
　八千穂駅　88-2040
　事前にご連絡いただくとスムーズにお買い求めい
ただけます。

※注意※
　・クレジットカードでの購入はできません。
　・管理人が不在の場合もありますので、ご了承く
　　ださい。

■問合せ　住民税務課　生活環境係　☎0267-86-2552

皮革ごみの出し方の変更について

　皮革ごみの出し方が一部変わります。下記のもの
は可燃ごみで出してください。
■皮革類から可燃ごみに変更になるもの
・長靴
・スリッパ
　皮革ごみは【バック・くつ・ベルト】の欄に〇を
して収集日に出してください。皆様のご理解とご協
力をお願いいたします。

お
知
ら
せ

広報
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毎月、季節や時期に合わせた内容の本を集め展示しています。　
テーマごとに紹介した本を手に取って読んでいただき、
思いがけない出会いがあればうれしいです。

館内中央の丸テーブル
大河ドラマで話題の
「平家と源氏」

出入口付近のパネルは、冬季オリンピックやバレンタインデーにちなんで
「ウィンタースポーツ」・「大活字本」・「おうちで作ろう、チョコ＆ケーキ」

テーマ展示のご希望が
あれば、お声をかけて
ください。

２月のテーマ展示の様子
絵本コーナーは

「猫」・「鬼」・「雪」

新型コロナウィルス感染状況の変化にともない、何かとご不自由をおかけしています。
佐久穂町図書館では、換気や返却本等の消毒、除菌機の使用など、感染予防対策に努め
ながら皆さんのご利用をお待ちしています。外出の機会が少ない今こそ、お家で読書を！！

こんな本も
集めてみて！

＊小説＊

１．南紀殺人事件／内田康夫
　　白鳥とコウモリ／東野圭吾
２．ブラック・ショーマンと名もなき町の殺人
　　　　　　　　　　　／東野圭吾
　　希望の糸／東野圭吾
　　52ヘルツのクジラたち／町田そのこ
３．そして、バトンは渡された／瀬尾まいこ
　　大名倒産　上下／浅田次郎

小説の貸出が多かったベスト３
＊貸出冊数が同じためランクインは以下のとおり。

＊雑誌＊

１．婦人公論
２．週刊文春
３．ハルメク
４．オレンジページ
５．季刊やさい畑

雑誌は貸出の多かったタイトル順です。

６．Komachi
７．きょうの料理
　　季刊うかたま
８．週刊女性自身
　　暮しの手帖
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同
好
会
の作

品

や

の

短
歌
俳
句

○会期
　令和４年3月30日（水）～4月7日（木）
　午前９時から午後6時まで （月曜日休館）

○会場
　佐久穂町生涯学習館
　「花の郷・茂来館」 メリアホール

○主催
　佐久穂町公民館
　長野県南佐久郡佐久穂町大字海瀬2570
　☎0267-86-2041

館 報 さ く ほ 令和４年３月17日（13）第101号
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分
で
発
し
た
言
葉
や
行
動
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
た
人
に
と
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

深
く
傷
つ
き
、
何
日
も
悲
し
み
苦
し
ん
で
、

そ
し
て
ど
う
に
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
気

持
ち
で
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
Ｂ
Ｏ
Ｘ
へ
入
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
に
は
個
性
が
あ
り
ま
す
。
一
人
一

人
の
顔
や
声
が
違
う
よ
う
に
、
感
じ
方
も

人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
小
さ
な
事
だ
と
表
面

的
に
は
思
え
る
行
い
で
も
受
け
た
人
が
悲

し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
つ
ら
い
気
持

ち
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
そ
れ
は
い
じ

　
私
達
小
学
生
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
人

権
問
題
は
「
い
じ
め
」
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
い
じ
め
に
よ
っ
て
命
を
絶
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
何
度
も
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
ど
こ
か
他
人
事

で
そ
れ
ほ
ど
気
に
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
五
年
生
に
な
っ
た
時
に
あ
る
出
来
事
が

き
っ
か
け
で
、
私
は
い
じ
め
に
つ
い
て
真

剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
佐
久

穂
小
学
校
で
い
じ
め
は
あ
る
の
か
、
悲
し

く
、
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
人
は
い
る

の
か
、
何
か
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
あ
る

の
か
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
私
は
児
童
会
長

に
な
ろ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

　
私
は
児
童
会
の
テ
ー
マ
を
「
O
ｎ
ｅ　

ｆ
ｏ
ｒ　
A
ｌ
ｌ　
A
ｌ
ｌ　

ｆ
ｏ
ｒ

O
ｎ
ｅ
」
に
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
佐

久
穂
小
学
校
と
い
う
チ
ー
ム
の
中
で
一
人

一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
考
え
行
動
し
、

困
っ
て
い
る
人
に
は
み
ん
な
で
手
を
差
し

の
べ
て
助
け
る
こ
と
の
で
き
る
、
そ
ん
な

学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
は
さ
く
ほ
っ
子
Ｂ
Ｏ
Ｘ
と

い
う
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
校
内
に
設
置
す
る
こ
と
に

　

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
「
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
」
が
政
府
よ
り
発
出
さ
れ
、
イ
ベ

ン
ト
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
茂
来
館

の
一
般
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
町
内
各
学
校

で
取
組
ま
れ
て
い
る
、
人
権
に
か
か
わ
る

勇
気
や
元
気
・
思
い
や
り
や
優
し
さ
が
あ

ふ
れ
る
標
語
作
品
の
ほ
か
、
絵
や
習
字
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
、
会
場
に
お
い
て
発
表
予
定
で
し

た
高
見
澤
胡
桃
さ
ん
・
阿
部
来
春
さ
ん
の

人
権
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
権
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
　
　
in
佐
久
穂

人
権
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　
　
　
in
佐
久
穂
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た
か
み
さ
わ 

く
る
み

め
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
佐
久
穂
小
学
校

に
も
悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
が
い
る

と
い
う
事
実
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
思
い
を
す
る
人
が
一
人
も
い
な
く
な
る

よ
う
に
み
ん
な
で
考
え
て
い
け
る
学
校
に

し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
じ
め
を
許
さ

な
い
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

佐久穂小学校児童の皆さんの標語作品



感
動
を
生
か
し
て

佐
久
穂
中
学
校
７
年
２
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
来
春

あ 

べ　
こ
は
る

　
私
は
６
年
生
ま
で
水
泳
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
水
泳
に
も
興
味
が
あ
り
注
目
し
て

み
て
い
る
と
、
視
覚
障
が
い
者
は
、
残
り

５
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
壁
に
激
突
す
る
こ

と
を
避
け
る
た
め
に
、
タ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ー

と
い
う
棒
で
背
中
を
つ
つ
い
て
合
図
し
て

も
ら
っ
て
泳
い
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
、
「
こ
の
合
図
だ
け
で
泳
げ
る
な
ん
て

す
ご
い
。
私
も
こ
ん
な
能
力
欲
し
い
な
。
」

と
思
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
ボ
ッ
チ
ャ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
は
な
い
競
技
で
、
ル
ー
ル
や
や
り
方
を

知
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
う
け
れ
ど
、
金

メ
ダ
ル
を
取
り
、
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。

障
が
い
を
持
つ
人
た
ち
は
、
不
便
な
こ
と

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
の
能
力
が

非
常
に
高
い
と
い
う
こ
と
が
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
通
じ
て
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
私

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
が
す
ご
い
な
。

か
っ
こ
い
い
な
。
と
思
っ
た
は
ず
で
す
。

　
た
だ
、
現
実
社
会
を
見
て
み
る
と
、
レ

ス
ト
ラ
ン
や
施
設
の
利
用
に
制
限
が
か
か

っ
た
り
、
好
奇
な
目
で
見
ら
れ
た
り
と
、

こ
の
感
動
と
は
か
け
離
れ
た
世
界
で
す
。

　
電
車
や
駐
車
場
、
道
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ

ー
が
進
ん
で
い
る
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
を

正
し
く
利
用
し
な
い
人
た
ち
が
い
た
り
差

別
的
な
言
動
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と

が
こ
の
世
界
に
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

　
私
が
見
た
あ
の
動
画
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
の
称
賛
が
現
実
に
な
る
こ
と
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
「
み
ん
な
違
っ
て
み
ん

な
い
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
違
う
か
ら
面
白
い
、
一
人
ひ

と
り
個
性
が
あ
る
か
ら
素
晴
ら
し
い
。
障

が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
個
性
や
能
力

を
認
め
合
っ
て
、
世
界
中
の
人
が
笑
顔
で

い
ら
れ
る
世
界
に
す
る
、
そ
ん
な
考
え
方

を
も
っ
と
広
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
た
ち
か
ら
感

動
を
も
ら
っ
た
今
こ
そ
、
そ
の
実
現
を
目

指
す
時
で
す
。

い
る
人
や
、
両
手
が
な
く
て
、
足
で
ボ
ー

ル
を
持
ち
、
口
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
動
か
し
て

打
っ
て
い
る
人
な
ど
す
ご
い
迫
力
で
し
た
。

　
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、み
ん
な「
楽

し
ん
で
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
普

通
の
人
と
は
違
う
」
こ
と
を
マ
イ
ナ
ス
に

考
え
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ
と
に
全

力
を
傾
け
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
や
思

い
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
い
る
こ
と
が
、

こ
の
一
本
の
動
画
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

観
客
席
か
ら
も
拍
手
や
応
援
の
声
が
響
き
、

私
の
見
て
い
る
動
画
の
中
は
み
ん
な
が
協

力
し
合
う
平
等
な
世
界
で
し
た
。

　
そ
し
て
昨
年
行
わ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
私
が
や
っ
て
い
る
卓
球
で
金
メ

ダ
ル
を
取
っ
た
り
、
自
分
と
同
じ
年
代
の

子
が
迫
力
の
あ
る
演
技
を
し
た
り
し
て
い

て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
数
日
後
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。ま
ず
最
初
に「
す

ご
い
！
」
と
思
っ
た
の
は
、
一
人
ひ
と
り

の
個
性
が
あ
ふ
れ
た
豪
華
な
開
会
式
で
す
。

見
て
い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
何
よ

り
魅
力
的
で
し
た
。
競
技
で
も
た
く
さ
ん

の
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
卓
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、

よ
く
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
卓
球
の
動
画
を
見

ま
す
。
あ
る
日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
る

動
画
を
選
ん
で
い
た
ら
、
障
が
い
者
の
世

界
卓
球
の
動
画
が
あ
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
見
る
け
れ
ど
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
障
が
い
者
が
ス
ポ
ー

ツ
を
や
っ
て
い
る
映
像
は
見
な
い
し
、 

普

通
の
ル
ー
ル
と
は
違
う
か
ら
正
直
見
て
も
、

「
面
白
い
の
か
な
？
」
と
思
っ
て
今
ま
で

あ
ま
り
見
る
気
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
な
ぜ
か
今
回
は
そ
の
動
画
が
見
た

く
な
り
、
押
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

足
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
る
人
、
車
い

す
に
乗
っ
て
一
生
懸
命
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
る
人
、
杖
を
突
き
な
が
ら
や
っ
て

大日向小学校児童・
中等部生徒の皆さん

の作品

佐久穂中学校
生徒の皆さんの
標語作品
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　２月１日（火）から２月24日（木）ま
で計８回、公民館主催のパソコン教室Dコ
ースが茂来館で開催されました。
　パソコン教室Dコースでは、インターネ
ットの検索の仕方からメールの使い方、
動画の見方、コロナ禍でよく使われるよ
うになったビデオ通話のやり方など、イ
ンターネットの楽しみ方を学びました。
　参加者の皆様は、仕事を終えた後での
受講でしたが、各自ノートパソコンに向
かって熱心に学んでいました。
　最終日は閉講式にて、講師先生から総
評をいただき、参加者へ修了証を授与し
ました。　
　今年度は、昨年に引き続きコロナ禍中
でしたが、参加者の皆様に新型コロナウ
イルス感染症対策にご協力いただくこと
で、昨年５月から今年の２月まで計29回
全て開催することができました。講師の
先生方をはじめ参加者の皆様、ありがと
うございました。
　令和３年度はパソコンが新しくなりま
した。新しいパソコンは動作も早くとて
も快適です。来年度も開催を予定してお
りますので、多くの皆様のご参加をお待
ちしております。

　昨年の10月からスタートした歌唱教室
（全７回）が、１月15日（土）に最終回を
迎えました。
　参加者は、歌う姿勢や発声練習から習
い始め、最後には各自の課題曲を見事に
歌い上げられるようになりました。最終
回にはメリアホールで発表会を行い、12
名がステージに立ちました。
　発表会は、コロナ禍につき無観客およ
び不織布マスク着用での開催となりまし
たが、発表者の皆様は緊張感を持ちなが
ら堂々と課題曲を歌いきり、発表を終え
た後には達成感で満ち溢れていました。
　フィナーレは全員で「遠き山に日は落
ちて」を歌い、教室を閉講しました。
　講師の山口万里子先生をはじめ２名の
先生方、そして参加者の皆様お疲れ様で
した。
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「歌唱教室発表会」
の開催

「パソコン教室」
の開催

　佐久穂町公民館では令和４年度の小学生
以上を対象としたスポーツ少年団員を募集
しています。
　種目は、軟式野球、ミニバスケット、サ
ッカー、ソフトテニス、バレー、卓球、柔
道、少林寺拳法です。
　スポーツ少年団では、年間を通して団員
を募集しております。
　詳しくは佐久穂町スポーツ少年団事務局
（86-2041）までお問い合わせください。

令和４年度　　　

佐久穂町スポーツ少年団員
の募集について



佐久穂型文化財活用モデル５　～むかたんクラフト①～

電気・ガスがストップしたとき、家の消毒用アルコールが燃料として使えます！

『アルコール・ストーブ』
軽量コンパクト　確実に火がつく　燃料が手に入りやすい

　　　　　　30分で作れる　アルミ缶を使った自作アルコール・ストーブ

〈材料〉　炭酸飲料（ビールやコーラなど）のアルミ缶同じ大きさ２個

〈道具〉　・カッター ・ハサミ ・マスキングテープ ・カッターコンパス

　　　　　・マーカーペン ・ラジオペンチ（蛇腹を作る） ・ヤスリ

　　　　　・ホチキス（筒を留める）

　　　　　・手動ドリル（１～1.5㎜）※キリ、千枚通し、押しピンでも代用できます

〈燃料〉　アルコール　◎燃料用アルコール（安くて高火力）

　　　　　　　　　　　○消毒用アルコール（高くて低火力）

〈作り方の例〉

　①　１つの缶の底に小穴（ジェット孔）を開ける（φ1.5×16穴）

　②　①で小穴を空けた缶の中央にも穴を開ける（直径３㎝程度）

　③　アルミ缶を切断する（２つとも高さ３㎝）

　④　アルミ缶を使って底の凹みと同じ直径の内部仕切りの筒を作る

　　　（筒の高さ３.５㎝・下側に切り欠きを作る）

　⑤　穴のない缶に組合せのための蛇腹状のくぼみをつける

　⑥　仕切りの筒を入れて組み合わせて完成

〈作るときの注意〉

・ケガ防止のため、手袋、ゴーグルの着用をおすすめします

・切断面を素手で触らないようにヤスリでバリをとることをおすすめします

〈使用上の注意など〉

・燃料が少ない状態で点火しない（容器２／３入れる）

・燃焼中にアルコールを注ぎ足すことはしない

・周囲が明るいと炎が見えにくい

・アルコール30㎖で500㎖の水を５分程度で沸かすことができる

・メスティン等の容器を使って、ご飯を炊くときの熱源として使える

・キャンプなどのアウトドアや災害など緊急時にも役立つ

①

②

③

④

⑤

⑥

館 報 さ く ほ 令和４年３月17日（17）第101号



よ
す
み

こ
あ
ざ

ま
き

な
い
じ
な
べ

お
と　
　
あ
な

ま
ご
め

た
て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

　
佐
口
に
あ
る
馬
込
遺
跡
で
は
、
前
回
取

り
上
げ
た
縄
文
時
代
の
陥
し
穴
の
他
に
も

戦
国
時
代
の
竪
穴
建
物
跡
が
一
軒
み
つ
か

り
ま
し
た
。

　
こ
の
竪
穴
建
物
跡
は
、
２
ｍ
30
㎝×

２

ｍ
10
㎝
の
四
隅
が
丸
い
正
方
形
を
し
て
お

り
、
深
さ
は
30
㎝
ほ
ど
で
し
た
。
床
は
固

く
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
柱
穴
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
土
器
な
ど
の
遺
物
は
出

土
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
周
辺
か
ら
は

内
耳
鍋
と
い
う
15
世
紀
後
半
〜
16
世
紀
代

に
使
わ
れ
た
煮
炊
き
用
の
土
器
の
破
片
が

出
土
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
竪
穴
建

物
跡
も
こ
の
頃
の
も
の
だ
と
推
測
で
き
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
戦
国
時
代
に
あ
た
る
時
期

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
当
時
に
は
、
掘
立
柱
建
物
の
屋
敷

に
住
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
竪
穴
建

物
は
家
族
が
暮
ら
す
家
と
は
考
え
に
く
く
、

柱
穴
も
な
い
こ
と
か
ら
簡
単
な
屋
根
を
か

け
た
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

丘
の
上
に
ぽ
つ
ん
と
一
軒
だ
け
あ
っ
た
こ

の
建
物
は
お
そ
ら
く
小
屋
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
遺
跡
の
名
前
は
、
所
在
す

る
場
所
の
小
字
名
を
付
け
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
。
本
遺
跡
も
「
馬
込
」
と
い
う
地

名
が
そ
の
名
前
の
由
来
で
す
。
こ
の
「
馬

込
」
と
い
う
地
名
は
、
馬
が
集
ま
っ
て
い

た
り
、
群
れ
て
い
た
り
す
る
様
子
を
あ
ら

わ
す
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
に

み
ら
れ
る
「
馬
込
」
で
は
馬
の
集
散
地
や

牧
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
の
遺
跡
で

も
馬
の
放
牧
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
当
時
の
馬
は
現
在
の
木
曽
馬
ク
ラ

ス
の
小
型
で
運
搬
用
・
農
耕
用
の
他
、
戦

に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
時
は
戦
乱

の
続
く
戦
国
時
代
で
す
か
ら
、
馬
の
重
要

性
は
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
馬
込
遺
跡
の
近
く
に
あ
る
佐
口
の
諏
訪

神
社
の
裏
山
に
は
戦
国
時
代
の
山
城
で
あ

る
佐
口
城
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
周
辺
を
も
う
少
し
広
く
み
る
と
、
同
じ

畑
の
下
畑
城
跡
、
千
代
里
の
馬
越
城
跡
、

八
郡
の
通
城
跡
、
上
区
の
福
田
城
跡
な
ど

多
く
の
山
城
が
あ
り
ま
す
。

　
天
文
５
（
１
５
３
６
）
年
に
海
の
口
城

（
南
牧
村
）
を
落
と
し
た
武
田
信
玄
は
、

天
文
12
（
１
５
４
３
）
年
に
は
本
間
城

（
小
海
町
）
段
丘
下
に
あ
る
宮
の
下
に
宿

営
地
を
設
け
、
前
山
城
（
佐
久
市
）
へ
向

か
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
佐
久
侵
攻
の
際
に
は
、
下
畑
城
を

拠
点
と
し
て
、
「
信
玄
道
」
と
言
わ
れ
る

馬
越
↓
八
郡
↓
佐
口
↓
上
区
へ
と
抜
け
る

ル
ー
ト
を
経
由
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
佐
口
城
も
信
玄
道
の
重
要
な
位
置
に

あ
っ
た
の
で
す
。　

　
こ
の
よ
う
に
馬
込
遺
跡
の
あ
る
佐
口
は

軍
事
・
交
通
の
要
所
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
と
す
る
な
ら
ば
、
小
高
い
丘

の
上
に
あ
る
馬
込
遺
跡
は
馬
の
生
産
や
管

理
を
行
う
の
に
は
適
し
た
場
所
で
あ
り
、

こ
の
竪
穴
建
物
は
そ
の
た
め
の
管
理
小
屋

の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
竪
穴
建
物
跡
は
一
軒
だ

け
の
発
見
で
し
た
が
、
佐
久
穂
町
の
戦
国

時
代
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
上
で
貴
重
な
資

料
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
６
回
に
わ
た
り
、
佐
久
穂
町

の
考
古
遺
産
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
私

の
父
祖
の
地
で
あ
る
こ
の
佐
久
穂
町
の
公

民
館
報
で
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
佐
久

穂
町
は
私
に
と
っ
て
も
ふ
る
さ
と
で
あ
る

と
の
思
い
か
ら
「
ふ
る
さ
と
の
考
古
遺
産
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（
佐
久
考
古
学
会　
櫻
井
秀
雄
）
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「
ふ
る
さ
と
の
考
古
遺
産
」（
６
）

馬
込
遺
跡
の
戦
国
時
代

―
 

ぽ
つ
ん
と
一
軒 

竪
穴
建
物
跡 ―

竪穴建物跡



む
か
し
佐
久
穂
で
は 

⑹
文
化
財
の
紹
介
よ
り図１　ハザードマップと縄文・弥生遺跡（高野町）

図２　同（海瀬から穂積）

　
九
月
定
例
議
会
一
般
質
問
で
、
「
地
誌

学
・
地
史
学
を
取
り
入
れ
た
防
災
教
育
の

必
要
性
」
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
日
当
り
が

よ
く
緩
や
か
な
土
地
も
、
集
水
し
や
す
い

地
形
で
は
居
住
に
適
し
ま
せ
ん
。

　
縄
文
時
代
の
遺
跡
に
は
、
洪
水
跡
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
町
建
設
課
の
協
力
を
得
て
、
千
曲
川

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
主
要
な
縄
文
・

弥
生
遺
跡
を
重
ね
て
み
る
と
、
地
盤
の
丈

夫
な
台
地
や
河
岸
段
丘
に
生
活
し
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。（
注
１
）

　
か
つ
て
団
地
造
成
に
先
立
ち
、
雁
明
遺

跡
を
試
掘
調
査
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
縄
文

「
包
蔵
地
」
で
す
。
縦
横
の
ト
レ
ン
チ
（
試

掘
溝
）
調
査
で
は
、
少
量
の
縄
文
・
土
師

器
片
を
得
ま
し
た
が
、
住
居
跡
な
ど
の
痕

跡
は
確
認
さ
れ
ず
、
ま
た
安
定
し
た
堆
積

層
序
で
土
石
を
含
む
大
き
な
水
害
は
な
か

っ
た
場
所
と
判
断
で
き
ま
し
た
。

　
一
般
に
洪
水
の
危
険
は
、
稲
作
を
生
業

と
し
水
を
求
め
た
弥
生
時
代
以
降
と
さ
れ

面
積
が
飛
躍
的
に
増
大
し
ま
し
た
。（
注
２
）

こ
の
新
田
開
発
の
「
負
債
」
と
し
て
、
山

野
や
河
川
の
保
全
は
忘
れ
ら
れ
、
多
少
の

風
雨
で
も
土
砂
が
流
れ
込
み
、
耕
地
は
押

し
流
さ
れ
、
人
や
家
畜
に
ま
で
被
害
が
及

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
注
３
）

　
高
見
沢
良
夫
氏
が
調
査
し
た
高
野
町
村

の
村
高
の
推
移
を
み
る
と
、
延
宝
元
（
一

六
七
三
）
に
は
、
新
田
が
二
十
町
歩
以
上

増
加
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
荒
廃
を
懸
念

し
た
幕
府
は
、
寛
文
六
（
一
六
六
六
）
年

「
山
川
掟
」
で
焼
畑
を
禁
じ
植
樹
な
ど
治

山
を
命
じ
て
い
ま
す
。

　
「
持
続
可
能
性
」
が
注
目
さ
れ
る
今
、

環
境
分
野
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た

マ
ー
タ
イ
氏
が
提
唱
し
た
「
地
域
資
源
へ

の
リ
ス
ペ
ク
ト
」
、
こ
の
人
・
モ
ノ
・
結

い
へ
の
「
Ｒ
」
が
佐
久
穂
ふ
る
さ
と
遺
産

活
用
の
原
点
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
近
年
の
環
境
文
化
史
研
究
で
は
、
寒

　
　
　
　
冷
化
す
る
中
期
前
、
縄
文
前
期
（
６

　
　
　
　
０
０
０
年
前
）
は
今
よ
り
も
平
均
気

　
　
　
　
温
が
２
〜
３
度
高
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
注
２
）
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
〜
一
六
一
五
）

　
　
　
　
の
全
国
耕
地
面
積
は
一
六
三
万
町
歩
、

　
　
　
　
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）

　
　
　
　
で
は
二
九
七
万
町
歩
と
８
割
以
上
増

　
　
　
　
加
し
ま
し
た
。

（
注
３
）
千
曲
川
の
洪
水
被
害
数
は
、
慶
長
に

　
　
　
　
始
ま
る
17
世
紀
に
30
回
、
享
保
を
含  

　
　
　
　
む
18
世
紀
は
45
回
と
記
録
さ
れ
て
い

　
　
　
　
ま
す
。
『
更
埴
市
史
』
よ
り

ま
す
が
、
当
時
の
佐
久
穂
で
は
標
高
な
ど

立
地
面
か
ら
、
ア
ワ
や
ヒ
エ
な
ど
畑
作
物

を
栽
培
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
室
町
時

代
中
期
頃
ま
で
国
内
の
耕
地
面
積
は
大
き

く
増
加
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
戦
国
期
以
降
、
土
木
・
農
業
技

術
の
改
良
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
は
耕
地

が
ん
み
ょ
う

た
か
み
さ
わ
よ
し
お

お
き
て

せ
き

そ
う
じ
ょ

こ
ん

た
い
せ
き

な
り
わ
い
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昨年東京から移住。初心者向けジャズダンス教室を今春開講。

うえだ　みな

植田 未奈さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第60回

1998年長崎県生まれ。小２のとき、ダン
スを習い始め、小６のときに受けたオー
ディションで演技にめざめる。中２のと
き、福岡の芸能事務所に入り、ジャズダ
ンスや演技を学ぶ。高校卒業後上京して
からは演劇を中心に活動。2020年３月、
『ジュリアス・シーザー』（シアター風姿
花伝）に出演。2021年８月、佐久穂町に
移住し11月、ダンス教室を“プレ開講”。
2022年３月、演劇仲間でもあった植田廉
平さんと結婚。家族は夫と２人。余地在住。

「
私
が
い
ち
ば
ん
好
き
な
の
は
ダ
ン
ス
を
終
え
た
と
き
。

達
成
感
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
見
て
い
る
人
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
っ
て
、
よ
か
っ
た
よ
、っ
て
言
っ
て
も
ら

え
る
、あ
の
瞬
間
が
大
好
き
な
ん
で
す
」

現在生徒は５人ほど。「ダンスはストレス発散、運動不足解消に
なるし、体幹が強くなるのでケガをしにくくなります」＝茂来館

「
こ

れ
ん
ぺ
い

　
　
　
　
こ
五
年
ほ
ど
は
演
劇
に
力

　
　
　
　
を
入
れ
て
い
た
の
で
、
ダ

　
　
　
　
ン
ス
を
す
る
の
は
久
し
ぶ

り
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
ダ
ン
ス
は
楽

し
い
で
す
ね
」

　
ダ
ン
ス
と
い
え
ば
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
全
盛
の
感
が
あ
る
が
、
未
奈
さ
ん

の
踊
り
は
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
。
バ
レ
エ

の
要
素
を
取
り
入
れ
た
自
由
さ
が
特

色
で
、
宝
塚
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
で
踊
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
ダ

ン
ス
だ
。
あ
る
意
味
、
も
っ
と
も
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
ダ
ン
ス
と
も
言
え
る
。

　
ま
た
未
奈
さ
ん
の
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

は
「
邦
楽
」
に
振
付
け
を
し
て
踊
る

の
が
特
徴
だ
。

「
私
の
場
合
、
感
情
移
入
し
て
踊
る

の
で
、
小
学
生
で
も
歌
詞
が
わ
か
る

よ
う
な
邦
楽
で
踊
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
の
無
料
レ
ッ
ス
ン
中
（
十
一
月
〜

十
二
月
）
は
、
『
ド
ラ
え
も
ん
』
の

主
題
歌
で
踊
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
」

　
　
　
　
　
　
†

　
未
奈
さ
ん
が
ダ
ン
ス
を
始
め
た
の

は
小
学
校
二
年
の
と
き
。
友
だ
ち
が

踊
っ
て
い
る
の
を
見
て
楽
し
そ
う
だ

な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

通
っ
た
の
は
、
小
さ
な
町
な
の
に
生

徒
が
百
人
以
上
も
い
る
と
い
う
、
町

の
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
。

「
通
い
始
め
る
と
す
ぐ
に
夢
中
に
な

り
、
ス
ク
ー
ル
で
学
ん
だ
こ
と
を
友

だ
ち
に
教
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
ね
。

ス
ク
ー
ル
の
先
生
に
も
憧
れ
、
将
来

は
先
生
み
た
い
に
な
り
た
い
っ
て
思

っ
て
い
ま
し
た
」

　
小
六
の
と
き
に
受
け
た
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
演
技
に
め
ざ
め
、
中
二
の

と
き
福
岡
の
芸
能
事
務
所
に
入
っ
た
。

「
演
技
を
す
る
の
が
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
と
親
に
話
す
と
、
よ
っ
ぽ
ど
私

が
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ね
。
私
に
内
緒
で
芸
能
事
務
所
に
履

歴
書
を
送
っ
た
み
た
い
で
（
笑
）
」

　
事
務
所
に
は
週
に
一
回
長
崎
か
ら

電
車
で
通
い
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
と
演

技
を
学
ん
だ
。
高
校
卒
業
後
は
「
同

級
生
が
大
学
を
卒
業
し
た
と
き
に
、

自
分
は
好
き
な
こ
と
で
食
べ
て
い
た

い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
抱
い
て
上

京
。
親
は
「
自
分
で
決
め
た
こ
と
は

最
後
ま
で
や
れ
」
と
温
か
く
送
り
出

し
て
く
れ
た
。

　
上
京
後
は
演
劇
に
重
点
を
置
き
、

二
〇
二
〇
年
二
月
、
所
属
す
る
劇
団

の
公
演
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』

（
演
出
／
木
村
龍
之
介
、
シ
ア
タ
ー

風
姿
花
伝
）
に
出
演
。
が
、
稽
古
は

き
び
し
く
、
稽
古
期
間
の
二
か
月
の

あ
い
だ
に
三
回
も
倒
れ
、
そ
の
う
ち

一
回
は
救
急
車
で
運
ば
れ
た
。

　
公
演
が
終
わ
る
と
、
未
奈
さ
ん
は

劇
団
を
離
れ
る
。
そ
の
公
演
が
劇
団

（
研
究
生
）
に
と
っ
て
の
ゴ
ー
ル
で

も
あ
っ
た
か
ら
だ
。
未
奈
さ
ん
自
身

も
「
公
演
が
終
わ
っ
た
ら
け
じ
め
を

つ
け
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
†

　
昨
年
八
月
に
佐
久
穂
町
に
引
っ
越

し
。
そ
し
て
、
十
一
月
に
ダ
ン
ス
教

室
を
〝
プ
レ
開
講
〞
。
そ
の
行
動
力

に
は
驚
か
さ
れ
る
が
、
そ
の
裏
に
は

じ
つ
は
地
元
の
応
援
が
あ
っ
た
。

「
私
が
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
方
が
、
ぜ
ひ
教

室
を
、
と
動
い
て
く
れ
た
ん
で
す
」

　
そ
も
そ
も
佐
久
穂
町
に
移
り
住

ん
だ
の
も
、
三
月
に
結
婚
し
た
夫

の
廉
平
さ
ん
が
昨
春
、
町
内
の
農

場
で
働
き
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。

「
最
初
は
遠
距
離
恋
愛
で
い
い
か

な
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
結

局
は
つ
い
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
」

　
廉
平
さ
ん
と
は
劇
団
で
知
り
合

っ
た
。

「
彼
は
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』」

で
は
、
シ
ー
ザ
ー
役
で
し
た
。
主
人

公
？
　
で
も
、
暗
殺
さ
れ
て
す
ぐ
に

死
ん
じ
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）
」

　
子
ど
も
の
こ
ろ
に
抱
い
た
、
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
の
先
生
の
よ
う
に
な
り

た
い
と
い
う
夢
は
今
も
消
え
て
い
な

い
。
そ
し
て
ダ
ン
ス
へ
の
思
い
も
ま

た
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
た
。

「
私
が
い
ち
ば
ん
好
き
な
の
は
ダ
ン

ス
を
終
え
た
と
き
。
達
成
感
も
も
ち

ろ
ん
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
見
て
い
る

人
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
っ
て
、
よ
か

っ
た
よ
、
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る
、

あ
の
瞬
間
が
大
好
き
な
ん
で
す
」

　
教
室
は
四
月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
す
る
。

「
ま
ず
生
徒
さ
ん
を
増
や
し
、
ゆ
く

ゆ
く
は
発
表
会
も
や
り
た
い
で
す
ね
。

（
発
表
会
が
あ
る
と
）
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
全
然
違
い
ま
す
か
ら
」

　
佐
久
穂
町
に
越
し
て
き
て
、
半
年

を
過
ぎ
た
。

「
町
の
印
象
で
す
か
？
　
も
と
も
と

田
舎
育
ち
な
の
で
落
ち
着
き
ま
す
ね
。

た
だ
寒
い
で
す
け
ど
（
笑
）
」
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